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的
一
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

二
目
‐
一

の
・
－
１
，
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
一

ゞ
動
－
２
、
震
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、
賠
償
を
行
う
こ
と

》
雛
一
ｓ
、
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
者
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
》

冑
凹
一
す
る
こ
と
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太
平
洋
戦
争
の
始
ま
る
１
年
前
、
た
東
北
の
教
師
達
に
よ
っ
て
北
方

６
名
の
教
師
が
治
安
維
持
法
違
反
教
育
運
動
が
起
こ
さ
れ
、
そ
の
運

で
検
挙
さ
れ
た
。
さ
ら
に
大
戦
の
動
を
始
め
た
の
が
成
田
で
あ
る
。

加
日
前
３
人
の
教
師
が
検
挙
さ
れ
成
田
は
教
師
を
や
め
、
豆
腐
屋

た
だ
ひ
さ

た
。
成
田
忠
久
が
起
こ
し
た
「
北
を
営
み
、
運
動
費
用
、
生
活
費
の

方
謹
冨
運
動
が
奎
活
綴
り
方
」
捻
出
に
苦
労
し
な
が
ら
、
昭
和
４

運
動
と
し
て
東
北
一
円
に
広
が
っ
年
北
方
教
育
社
を
設
立
し
、
綴
方

た
が
、
そ
の
運
動
に
参
加
し
た
教
教
育
誌
『
北
方
教
育
』
を
発
行
し

師
た
ち
が
弾
圧
さ
れ
た
。
た
が
こ
の
運
動
は
、
政
府
に
よ
り

成
田
忠
久
は
、
明
治
訓
年
９
月
弾
圧
さ
れ
、
中
断
さ
れ
た
。

男
鹿
市
に
生
ま
れ
た
。
５
年
間
の
成
田
は
、
戦
後
、
東
京
の
平
凡

軍
隊
生
活
の
の
ち
、
八
竜
町
の
小
社
で
編
集
者
と
な
り
活
躍
し
た
が
、

学
校
の
代
用
教
員
を
大
正
末
期
ま
昭
和
弱
年
如
月
病
に
倒
れ
銘
歳
で

で
５
年
近
く
つ
と
め
た
。
成
田
の
亡
く
な
っ
た
。

授
業
は
秋
田
県
に
お
け
る
自
由
教
１
９
６
７
（
昭
和
翌
年
、
教

さ
き
が
け

青
の
魁
だ
っ
た
。
え
子
等
に
よ
っ
て
、
教
鞭
を
と
つ

昭
和
初
期
、
農
村
は
冷
害
や
政
た
旧
八
竜
町
の
役
場
前
に
建
立
さ

治
の
貧
困
で
疲
弊
し
、
子
供
も
教
れ
た
。
碑
に
は
成
田
が
掲
げ
た

師
も
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
「
現
実
の
な
か
に
正
路
を
開
拓
し

な
か
教
育
勅
語
、
軍
国
教
育
に
疑
よ
う
」
の
言
葉
が
刻
ま
れ
て
恥
虫

間
を
も
ち
、
真
実
の
教
育
を
求
め

的
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一
九
二
二
年
に
日
本
共
産
党
が
創

立
さ
れ
ま
す
が
、
二
三
年
に
治
安

警
察
法
に
よ
る
最
初
の
弾
圧
を
う

け
ま
す
。
党
中
央
は
党
再
建
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
「
普
通
選
挙

法
」
の
実
施
に
そ
な
え
て
、
共
産

党
員
の
合
法
舞
台
と
し
て
の
単
一

無
産
政
党
・
「
労
働
農
民
党
」
を

支
持
し
ま
す
。
秋
田
県
の
棚
橋
貞

雄
ら
の
共
産
主
義
者
も
、
す
で
に

の
べ
た
労
働
、
農
民
運
動
の
展
開

の
な
か
で
、
そ
の
た
め
に
た
た
か

三
・
一
五
の
あ
と
県
党
組
織
の
三
浦
、
三
・
一
五
弾
圧
で
の
べ
た

再
建
は
、
党
中
央
オ
ル
グ
の
杉
本
石
黒
さ
ん
、
関
賢
蔵
、
大
槻
喜
一
、

文
雄
の
指
導
で
、
日
農
オ
ル
グ
の
田
中
儀
助
、
敦
賀
谷
勝
治
の
九
人

安
原
謙
市
、
今
村
英
雄
、
後
に
全
が
有
罪
と
さ
れ
ま
し
た
。

農
全
国
会
議
の
全
国
委
員
に
な
っ
こ
の
大
会
の
準
備
委
員
鈴
木
清

た
三
浦
雷
太
郎
、
新
党
準
備
会
オ
さ
ん
は
、
旧
制
山
形
高
校
を
放
校

ル
グ
の
白
水
実
な
ど
に
よ
っ
て
す
さ
れ
、
東
京
で
工
場
オ
ル
グ
と
し

す
め
ら
れ
ま
し
た
。
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
・

「
二
七
年
テ
ー
ゼ
」
に
も
と
づ
一
六
で
逮
捕
、
投
獄
さ
れ
、
獄
中

い
た
大
衆
闘
争
と
大
衆
組
織
の
な
で
の
た
た
か
い
を
代
表
作
『
監
房

か
で
す
す
め
ら
れ
た
、
非
公
然
の
細
胞
』
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

苦
難
な
党
建
設
の
活
動
に
よ
っ
て
、
四
・
一
六
弾
圧
で
秋
田
以
北
に

秋
田
製
油
所
、
国
鉄
士
崎
工
場
、
あ
っ
た
党
組
織
は
潰
滅
的
打
撃
を

秋
木
能
代
工
場
、
農
村
で
は
花
輪
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
の
党
建
設

な
ど
に
党
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
の
た
た
か
い
は
、
日
本
帝
国
主
義

に
成
功
し
ま
し
た
。
が
三
一
年
に
中
国
東
北
部
へ
の
侵

天
皇
制
政
府
は
、
二
九
年
四
月
略
戦
争
を
開
始
し
、
十
五
年
間
に

一
六
日
こ
の
党
建
設
の
た
た
か
い
も
わ
た
る
戦
争
に
突
入
し
た
専
制

に
た
い
し
て
、
全
国
い
つ
せ
い
の
支
配
に
抗
し
て
、
全
農
全
国
会
議

弾
圧
を
加
え
ま
し
た
。
県
内
で
は
を
軸
に
し
た
農
民
運
動
と
農
民
組

十
四
カ
所
が
捜
査
さ
れ
、
逮
捕
者
織
の
な
か
で
不
屈
に
お
こ
な
わ
れ

の
う
ち
い
ま
の
べ
た
安
原
、
今
村
、
ま
し
た
。
こ
の
英
雄
的
な
た
た
か

可
村
、
ま
し
た
。
こ
の
英
雄
的
な
た
た
か

秋
田
県
に
お
け
る
共
産
党
組
織
の
確
立
と
治
安
維
持
法
の
弾
圧

（
三
再
建
と
四
・
一
六
、
県
党
組
織
の
再
建
と

四
・
一
六
、
秋
田
共
産
党
事
件
の
弾
圧

（
ご
県
党
組
織
の
確
立
と
三
・
一
五
の
弾
圧

「
再
録
」
シ
リ
ー
ズ
①
県
版
「
不
屈
」
恥
２
（
１
９
９
１
年
６
月
）
よ
り

『
治
安
維
持
法
』
の
嵐
の
も
と
で
だ
か
が
つ
だ

諸
先
輩
の
紹
介
に
あ
だ
っ
て
（
下
）

’
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

同
盟
県
本
部
副
会
長
加
菌
通
二
郎
（
故
人
）

い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
二
八
年
二

月
に
、
秋
田
県
の
共
産
党
組
織
は

棚
橋
を
責
任
者
に
し
て
、
佐
藤
謙

蔵
、
平
山
忠
尚
に
よ
っ
て
確
立
さ

れ
ま
し
た
（
三
人
は
い
ず
れ
も
故

人
）
・棚
橋
、
佐
藤
は
、
わ
が
国
の
階

級
的
労
働
組
合
の
最
初
の
全
国
組

織
で
あ
る
日
本
労
働
君
合
評
議
会

に
加
盟
し
て
い
た
全
秋
田
合
同
労

組
の
、
平
山
は
日
本
鉄
道
従
業
員

組
合
秋
田
支
部
の
、
い
ず
れ
も
指

い
の
先
頭
に
さ
き
に
の
べ
た
鵜
沼
ひ
ら
か
れ
た
、
全
国
代
表
者
会
議

（
一
九
一
○
’
三
八
年
）
が
立
つ
の
直
後
に
全
国
的
な
規
模
で
お
こ

て
い
ま
し
た
。
彼
は
全
農
全
会
東
な
わ
れ
た
も
の
で
し
た
（
逮
捕
者

北
地
方
委
員
会
の
書
記
で
し
た
が
、
千
五
百
人
）
・
秋
田
県
で
は
百
二

三
一
年
秋
に
保
釈
出
獄
し
て
い
た
人
が
逮
捕
、
二
三
人
が
送
検
、
一

棚
橋
の
指
示
を
う
け
、
党
中
央
と
六
人
が
起
訴
さ
れ
、
五
年
の
実
刑

の
連
絡
の
も
と
で
県
党
再
建
の
責
を
う
け
た
鵜
沼
が
獄
死
さ
せ
ら
れ

任
者
と
し
て
、
三
二
年
十
一
月
十
ま
し
た
。
県
内
に
お
け
る
こ
の
実

日
の
「
秋
田
共
産
党
事
件
」
の
弾
態
は
、
天
皇
制
の
残
虐
性
と
と
も

圧
で
逮
捕
、
投
獄
さ
れ
る
ま
で
に
に
、
戦
前
に
い
お
け
る
県
党
組
織

果
敢
に
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
「
秋
と
諸
先
輩
の
た
た
か
い
の
、
不
屈

田
共
産
党
事
件
」
の
弾
圧
は
、
性
、
大
衆
性
を
物
語
っ
て
い
る
と

「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
に
基
づ
く
活
思
い
ま
す
。

動
の
態
勢
確
立
の
た
め
に
熱
海
で

（
三
）
「
多
数
派
分
派
事
件
」
、
「
人
民
戦
線
事
件
」

と
相
次
い
だ
弾
圧

「
秋
田
共
産
党
事
件
」
で
多
数
事
件
」
の
弾
圧
で
は
、
三
浦
、
今

の
弾
圧
犠
牲
者
を
出
し
、
県
党
組
村
ら
の
党
員
と
と
も
に
今
日
の
大

織
は
指
導
部
の
ほ
と
ん
ど
を
失
い
、
会
準
備
委
員
の
庫
山
寛
一
さ
ん
ら

党
中
央
と
の
連
絡
も
切
断
さ
れ
ま
の
党
支
持
者
を
ふ
く
む
二
五
人
が

し
た
が
、
天
皇
制
政
府
は
弾
圧
し
逮
捕
、
投
獄
さ
れ
ま
し
た
。

続
け
ま
し
た
。
「
多
数
派
分
派
」

同
じ
く
大
会
準
備
委
員
の
加
賀

か
ら
機
関
紙
が
と
ど
い
て
い
る
だ
屋
喜
一
郎
さ
ん
は
、
こ
の
頃
東
京

ろ
う
と
い
う
こ
と
を
口
実
に
し
た
で
産
業
労
働
調
査
所
、
労
働
組
合

三
三
年
十
二
月
の
「
多
数
派
分
派
評
議
会
の
あ
と
を
う
け
事
実
上
非

導
者
で
し
た
。
二
五
年
四
月
に
治

安
維
持
法
が
公
布
さ
れ
、
二
七
年

の
九
月
に
第
一
回
「
普
通
選
挙
」

の
県
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
時
す
で
に
党
員
だ
っ

た
棚
橋
が
秋
田
市
で
、
労
働
農
民

党
候
補
と
し
て
た
た
か
っ
て
六
三

五
票
（
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
得

票
を
得
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
県
党
組
織
は
、
翌
年
に
実
施

さ
れ
た
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙

。
ｂ
屍
尖
参
し

判
仁
幽
守
・
ゴ
ー
や
鐵

雫
一

I

蕊-零

蕊

１
』

｝

… … …
ｐ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｕ
０

で
一
、
二
区
の
労
働
農
民
候
補
を

推
し
て
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
選
挙

直
後
の
二
八
年
三
月
十
五
日
に
、

天
皇
制
政
府
は
県
党
組
織
に
た
い

す
る
最
初
の
弾
圧
を
加
え
ま
し
た
。

こ
の
時
秋
田
市
の
労
働
農
民
党
事

務
所
な
ど
八
ヵ
所
が
捜
査
を
う
け
、

棚
橋
、
佐
藤
、
平
山
が
逮
捕
、
投

獄
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
こ
こ
に
お
い
で
の
中
央
本

部
副
会
長
石
黒
周
一
さ
ん
と
、
高

桑
あ
っ
し
さ
ん
が
秋
田
の
労
働
農

民
事
務
所
に
、
泊
ま
り
こ
ん
で
い

た
の
で
、
三
・
一
五
の
弾
圧
、
捜

査
と
対
決
し
た
歴
史
の
証
人
で
す
。

天
皇
制
政
府
は
三
・
一
五
の
年

の
四
月
に
、
労
働
農
民
党
を
解
散

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
時
三
浦
雷
太

郎
ら
の
共
産
主
義
者
が
、
こ
れ
を

受
け
つ
ぐ
新
党
準
備
会
を
支
持
し

ま
し
た
が
、
三
浦
と
同
じ
よ
う
に

「
秋
田
労
農
社
」
の
運
動
に
か
か

わ
っ
て
い
た
近
江
谷
友
治
ら
は
、

社
会
民
主
主
義
の
潮
流
だ
っ
た
無

産
大
衆
党
へ
参
加
を
表
明
し
ま
し

た
。
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’
合
法
に
さ
れ
て
い
た
全
協
で
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
党
中
央
の
部

員
だ
っ
た
三
五
年
に
、
逮
捕
、
投

獄
さ
れ
ま
し
た
。

日
独
防
共
協
定
が
調
印
さ
れ
た

年
で
あ
る
三
六
年
の
「
人
民
戦
線

事
件
」
の
弾
圧
で
は
、
党
員
を
は

じ
め
、
近
江
谷
友
治
や
南
秋
の
日

農
系
の
人
び
と
、
今
日
の
大
会
に

で
て
お
ら
れ
る
鷹
ノ
巣
の
畠
山
忠

光
さ
ん
ら
文
化
分
野
の
人
び
と
と
、

合
せ
て
三
七
人
の
秋
田
県
関
係
者

が
逮
捕
、
投
獄
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
相
つ
ぐ
弾
圧
が
、
長

谷
川
清
、
今
野
直
治
（
と
も
に
故

人
）
ら
に
よ
る
日
本
赤
色
救
援
会
、

工
藤
清
人
（
故
人
）
ら
に
よ
る

「
新
興
教
育
」
の
読
者
中
心
の
全

日
本
教
育
労
働
組
合
秋
田
支
部
、

斎
藤
孝
輔
（
故
人
）
ら
に
よ
る
日

本
共
産
青
年
同
盟
に
も
、
容
赦
な

く
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
横
手
に
帰
っ

た
鈴
木
清
さ
ん
が
中
心
だ
っ
た
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
で
、

こ
の
大
会
に
出
て
お
ら
れ
る
横
手

の
高
橋
軍
治
さ
ん
が
活
動
し
て
お

1

轡行って冴よう1戦争｡平和ど闘い②館へ

口 口
近くにはどこも魅力的

な観光地と温泉がありま

す。会員以外の方も誘っ

て、学び楽しめる小さな

旅を計画しましょう。

（ガイド紹介できます）

雪が消えたら近県の戦

争。平和、闘いと抵抗の

館に行ってみませんか。
I

開館9：00～16：00

入館料310円

休館月（月祝日の場合翌日）

【山形県】

｜剛3鰯§鰯（農村文化研究所付属）

日本一小さい戦争資料館。－部屋の展

示だが、特高警察資料や戦時中の貴重な

資料が展示。農村文化研究所（農業と生

活資料展示）の見学もぜひ。

住所米沢市六郷町藤泉71-32

電話0238-37~5362（事前確認必要） ）
開館10：00～16：00

資料代若干

休館月、火、祝日 （1月～3月冬期休館） ’
【秋田県】

…（大盛館内）

松田解子は秋田県が生んだプロレタリ

ア作家。幾たびの弾圧にめげず戦後も長
く活躍。大盛館は「荒川鉱山。宮田又鉱

山」の資料館でもある。松田解子の作品
は荒川鉱山と切っても切り離されない。
敷地内に「おりん口伝文学碑」 、近くに

「荒川鉱山跡」 「松田解子分骨の墓」が
ある。まだ行ったことない方は是非。
住所大仙市協和荒川字川前9国道46号線
電話018-881-8035

開館9：00～16：30

入館料無料

休館月（月祝日の場合翌日） 年末年始

【青森県】

|魂面壷藍…｜

秋田雨雀（1883～1962）は黒

石生まれでプロレタリア演劇運動に参加

し、 1940年検挙。 1949年日本共

産党入党。 日本児童文学者協会長。

住所黒石市中町5 （津軽こみせ2階）

電話0172-59-2080

開館9：00～16：00

定休日年末年始

【岩手県】

鮠上平和記念展示室

地元教師に寄せられた教え子からの軍

事郵便7000通、ほか教科書銃、軍服な

ど400点を展示。近くに平和観音堂、陸軍

飛行場跡あり。

住所北上市和賀町藤根114-147-3

電話0197-73-5876

開館4～12月 10:00～16: 00

資料代100円

休館月、火（月火が祝日の場合は翌日）

【岩手県】

|腰畷m調鯛雷關｜

日本最大級の三閉伊一摸に関する資料

を展示。敷地内に一摸指導者の「銅像」 、

近くに指導者の生家あり。秋田県歴教協

会長。茶谷十六さんの著書など展示。

住所下閉伊郡田野畑村田野畑128-9

電話019牛33-2216

織 り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
度
た
び
の
べ
ま
し
た

今
村
英
雄
は
一
九
二
八
年
か
ら
主

に
県
南
で
活
動
し
、
相
次
ぐ
逮
捕
、

投
獄
の
あ
と
、
四
一
年
十
二
月
の

太
平
洋
戦
争
開
始
で
「
予
防
拘
禁
」

に
な
っ
て
、
東
京
予
防
拘
禁
所
か

ら
解
放
さ
れ
た
の
は
、
敗
戦
の
と

し
四
五
年
の
十
月
十
日
で
し
た
。

今
村
さ
ん
は
八
五
年
八
月
に
郷
里

青
森
で
七
九
才
で
死
去
さ
れ
ま
し

今
年
の
国
会
請
願
は
５
月
中
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
菅
政
権
は
場
当
た
り
的
ヨ
ロ
ナ
禍
」
対

策
、
「
森
喜
朗
女
性
蔑
視
発
言
」
、
「
長
男
・
総

務
相
幹
部
接
待
問
題
」
な
ど
ど
れ
を
と
っ
て
も
政

権
担
当
資
格
が
問
わ
れ
ま
す
。
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

開
催
も
大
問
題
で
す
。
国
会
が
ど
う
な
る
か
不
透

明
で
す
が
、
中
央
本
部
は
５
月
中
旬
に
国
会
御
請

願
行
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

４
月
末
ま
で
、
各
支
部
の
自
主
目
標
へ
の
努
力

国
会
請
願
は
５
月
中
旬
の
予
定

県
。
各
支
部
同
盟
創
立
鋤
周
年

『
コ
ロ
ナ
禍
』
沈
滞
を
打
破
し
足
を
踏
み
だ
そ
う

’

；
ジ
Z

た
が
、
著
書
『
嵐
の
中
の
烈
士
伝
』

を
の
こ
し
て
い
ま
す
。
八
○
年
一

月
に
書
い
た
そ
の
「
あ
と
が
き
」

こ
う
言
っ
て
お
り
ま
す
。

「
最
後
に
、
秋
田
の
人
々
に
お

願
い
し
た
い
。
今
は
な
き
同
志
先

輩
諸
君
の
記
念
碑
、
で
き
る
な
ら

共
同
墓
地
を
建
立
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
。
筆
者
に
は
墓
地
を
つ
く
る

力
は
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
も
の

が
で
き
た
ら
、
他
人
様
に
迷
惑
を

ｑ
ｌ
１
ｑ
０
■
Ⅱ
０
日
０
０
■
■
５
０
■
０
９
凸
Ｇ

・
■
■
■
ｌ
Ｕ
Ｉ
ｌ
９
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｐ
０
ｂ
‘
Ｐ

搦

搦
易
／
勇
謬
膠
膠
ｚ
ｚ

；
署
名
目
標
達
成
へ
ダ
ッ
シ

せ
ん
か
！

I
＃ が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
全
国
大
会
の
年
で
す
。
さ
ら
に
県

同
盟
、
各
支
部
同
盟
は
創
立
３
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
今
年
は
県
同
盟
に
と
っ
て
、
節
目
の
年
で
す
。

組
織
建
設
と
運
動
の
前
進
に
と
っ
て
、
決
意
と

段
取
り
、
行
動
の
具
体
化
が
重
要
で
す
。
・

学
習
会
な
ど
を
計
画
し
つ
つ
、
新
会
員
拡
大
、

か
け
ぬ
よ
う
、
そ
の
片
隅
に
お
い

て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
で
今
日
の
大
会
に
で
て
お

ら
れ
ま
す
諸
先
輩
の
紹
介
を
終
わ

り
ま
す
。
（
一
九
九
一
年
二
月
十

日
の
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
秋
田

県
本
部
結
成
大
会
で
お
こ
な
っ
た

報
告
の
要
旨
で
す
。
）

残

轡

……

－4－－5－
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県
多
喜
二
祭
に
は
１
２
０
人
、

大
館
の
集
い
に
は
７
０
人
が
参
加

し
た
。
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
対
策
が
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
た
。

イ
ー
美
・
ア
シ
ョ
ァ
の
活
動
雲
り
返
る
⑥
溺
蕊
膨
轤
蓬
緩
認
鶏
に
な
っ
た
も
の

勝
平
の
会
。
元
共
同
代
表
佐
々
木
勇
進
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
な
お
、
地
元
の
町
内
会
連
合
組

蝋
鮒
鱈
鱸
熱
熱
雛
型
烈
辮
療
舗
感
籍
難
聯

‐
ジ
ズ
は
い
ら
な
い
」
の
歌
を
つ
く
「
勝
平
の
会
の
人
は
、
皆
が
ん

生
左
値
を
か
け
る
送
恵
で
、
心
を
一
つ
に
り
歌
っ
て
反
対
を
訴
え
る
人
、
宣
ば
る
ね
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

伝
カ
ー
の
運
行
、
音
響
装
置
を
調
そ
れ
は
、
会
の
活
動
が
皆
の
日
常

２
０
１
７
年
ｎ
月
、
政
府
の
イ
ー
い
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
戸
整
す
る
人
、
と
い
う
具
合
で
し
た
。
生
活
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
か

ジ
ス
。
ア
シ
ョ
ァ
配
備
計
画
（
新
惑
い
の
声
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
そ
し
て
、
原
水
禁
世
界
大
会
な
ら
だ
ろ
う
、
と
思
う
ｏ

屋
と
山
口
に
配
備
）
が
明
ら
か
に
私
た
ち
「
勝
平
の
会
」
は
、
イ
ー
ど
全
国
大
会
レ
ベ
ル
の
集
会
か
ら
多
易
珍
謬
謬
珍
謬
珍
珍

な
っ
た
時
か
ら
、
私
た
ち
は
、
そ
ジ
ズ
配
備
計
画
撤
回
の
た
め
に
、
４
～
５
人
の
学
習
会
や
井
戸
端
会
イ
ー
ジ
ス
配
備
撤
回
の
を
た
た

の
導
入
理
由
や
機
能
が
不
透
明
で
ま
ず
、
従
前
か
ら
毎
週
地
元
の
豊
議
の
よ
う
な
つ
ど
い
な
ど
へ
も
足
か
つ
た
２
年
半
、
防
衛
省
に
翻
弄

あ
り
、
何
よ
り
も
地
元
住
民
を
無
町
で
行
っ
て
い
た
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
を
運
び
、
イ
ー
ジ
ス
反
対
の
協
力
。
さ
れ
な
が
ら
も
、
配
備
撤
回
を
勝

視
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
住
宅
グ
を
県
庁
前
で
も
行
う
こ
と
に
し
、
協
同
を
訴
え
続
け
ま
し
た
。
ち
取
っ
た
。
が
、
こ
の
背
後
に
安

街
に
隣
接
し
て
つ
く
る
こ
と
に
驚
「
イ
ー
ジ
ス
。
ア
シ
ョ
ァ
配
備
反
こ
れ
ら
は
、
会
員
の
一
人
ひ
と
保
条
約
と
日
米
共
同
の
ミ
サ
イ
ル

き
、
「
配
備
反
対
」
を
決
意
し
ま
対
」
を
広
く
市
民
に
訴
え
る
こ
と
り
が
、
経
験
の
あ
る
な
し
に
か
か
防
衛
構
想
が
あ
る
こ
と
も
学
ん
だ
。

し
た
。
随
時
、
講
演
会
や
学
習
会
に
し
た
。
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ
配
備
計
画
撤
回
を
掲
げ
て
、
寝

に
参
加
し
、
軍
事
評
論
家
や
学
者
珍
謬
豫
珍
珍
多
珍
多
Ｚ
と
は
な
ん
で
も
や
る
決
意
で
取
り
て
も
覚
め
て
も
走
り
ま
わ
っ
た
事

の
意
見
を
聞
き
学
習
し
た
。
政
府
が
、
イ
ー
ジ
ス
配
備
計
画
組
み
、
互
い
に
尊
重
し
あ
い
な
が
実
と
経
験
を
記
録
に
残
し
て
お
く

撤
回
ま
で
の
２
年
半
、
勝
平
の
会
ら
行
動
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
実
べ
き
と
考
え
、
自
費
出
版
す
る
こ

地
元
で
は
、
こ
の
計
画
に
「
な
は
、
毎
週
地
元
と
県
庁
前
の
２
ヶ
現
し
た
こ
と
で
し
た
。
と
に
し
ま
し
た
。

ん
で
新
屋
な
の
か
？
」
「
反
対
」
所
で
、
の
ぼ
り
旗
を
立
て
、
プ
ラ
多
珍
珍
珍
珍
ｚ
ｚ
珍
豫
４
月
こ
ろ
出
版
の
予
定
で
す
。

二
番
最
初
に
狙
わ
れ
る
」
「
政
カ
ー
ド
を
つ
く
り
、
声
を
あ
げ
、
こ
う
し
た
勝
平
の
会
の
活
動
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

府
の
決
め
た
こ
と
だ
、
仕
方
が
な
反
対
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
県
民
に
イ
ー
ジ
ス
反
対
の
声
が
大
し
、
報
告
と
し
ま
す
。

第 回秋田県多喜二祭 県
多
喜
二
祭
（
２
月
別
日
）
、
大
館
。
多
喜
二

記
念
の
集
い
（
別
日
）
開
か
る

一
錘

●

●
舎
苛

６
ｒ
七

．
》
多
喜
二
ご
「
篭

寺
＆一
》
‐
八
梗
・
仁
一
．
ｆ

文
予
特
一
●
一
北
条
常
久
さ
え

一

鳥鍵

遺
跡
研
究
会
」
に
は
国
賠
同
盟
会

員
も
数
名
お
り
、
執
筆
を
担
当
し

て
い
る
。
故
・
大
山
さ
ん
も
国
賠

同
盟
会
員
で
あ
っ
た
。
秋
田
の
授

唖

今
回
の
多
喜
二

祭
賞
は
、
団
体
の

部
は
『
秋
田
県
の

戦
争
遺
跡
ｌ
次
世

代
を
担
う
あ
な
た

へ
』
を
発
行
し
た

「
秋
田
県
戦
争
遺

跡
研
究
会
（
代
表
・

外
池
智
秋
田
大
学

教
授
）
」
、
個
人

の
部
で
は
、
長
ら

く
「
大
館
・
多
喜

二
記
念
の
集
い
」

実
行
委
員
長
を
務

め
た
故
・
大
山
兼

司
さ
ん
に
贈
ら
れ

た
。

「
秋
田
県
戦
争

作
品
「
同
志
田
口
の
感
懐
』
を

朗
読
す
る
塩
田
睦
子
さ
ん

与
式
に
は
、
一
昨
年
多
喜
二
祭
賞

を
受
け
た
故
・
渡
辺
豊
彦
さ
ん

（
国
賠
同
盟
会
員
）
の
奥
さ
ん
が
、

「
研
究
会
」
を
代
表
し
て
ト
ロ
フ
ィ

を
受
け
た
。

1

時旬

記
念
講
演
で
は
、
北
条
常
久
氏

I県多喜菫祭
＝

載釦

口
宰
発
行
し
た
『
ク
ラ
ル
テ
』
１
号

を
、
『
種
ま
く
人
』
の
小
牧
近
江

に
手
紙
を
添
え
て
送
り
、
感
想
を

求
め
た
こ
と
な
ど
、

（
右
上
写
真
）
が
、
多
喜
二
が
主

ｒ
４
９
４
ｌ
０
４
４

外 表池代 尽
き
な
い
話
を

し
た
。

’
国賠署名を訴える秋田支部の会員
’’一

一一一一
－7－
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一
ナ
感
染
者
が
出
て
か
ら
、
全
国
店
の
時
短
要
請
と
い
う
こ
と
の
く
飛
躍
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
？

ｒ

Ⅱ

０

０

９

０

甘

０

０

６

，

０

日

Ⅱ

■

９

６

０

■

り

り

６

８

０

８

日

守

０

９

■

０

▲

■

◆

４

６

。

』

■

０

合

■

興

り

■

８

０

０

０

・

可

Ⅱ

』

■

０

０

０

０

０

６

１

９

０

Ⅱ

０

０

．

■

唾

９

・

■

０

．

・

ｑ

９

』

Ⅱ

１

６

０

・

■

Ｂ

Ｏ

Ｏ

も

ｐ

０

ｉ

■

Ⅱ

０

６

４

０

０

０

０

６

０

Ⅱ

！

△

Ｕ

０

興

り

▲

Ｃ
ｅ
色
■
■
●
●
■
■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
■
■
■
●
■
■
■
●
■
色
■
■
■
ａ
■
●
■
■
巳
■
口
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
●
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
＆
■
桓
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
●
●
■
■
■
■
は
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
酋
■
■
■
■

●
銀
■
己

３
月
１
８
日
告
示
・
４
月
４
日
投
票
の
県
知
さ
ん
３
人
は
、
国
賠
同
盟
の
み
な
ら
ず
、
多
く
》

■■■■叩
字
亀
一
司
或
〕
↑
》
ニ
ク
』
翠
一
・
一
、
・
今
Ｊ
Ｐ
戸
１
１
。
』
‐
ｐ
“
－

昨
年
は
１
月
に
初
め
て
コ
ロ

ヨ

大
館
鹿
角
支
部

会
長
浅
石
重
美

と
に

の
●

あ
い
ば
み
き
こ

を
に
感
染
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
拡
大
を
避
け
る
た
め
、

私
た
ち
の
活
動
に
も
、
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
で

は
後
手
後
手
の
政
策
で
、
菅
政

権
に
緊
張
感
が
欠
け
て
い
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
飲
食

ｰ

で

さ

立
方
々
の
期
待
に
こ
た
え
て
の
決
意
で

す
。
同
盟
と
し
て
も
最
大
の
応
援
を

し
ま
し
よ
う
。

み
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
一

も
つ
と
増
や
し
、
感
染
者
を
見

つ
け
て
接
触
者
を
断
つ
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
年
は
総
選
挙
が
あ

り
ま
す
。
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
」
で
菅
政
権
を
終
わ
り
に
し

て
、
野
党
連
合
政
権
を
目
指
す

最
初
の
国
政
選
挙
で
す
。
そ
し

て
、
今
年
も
支
部
と
し
て
、
個

人
・
団
体
署
名
活
動
で
も
大
き

－■

〆、

イ
ウ
～

凸
、
Ⅱ

謡
言

■
ｐ
◆
今

今
回
は
、
３
５
７
号
を
お
届
け

し
ま
す
▼
「
ち
ょ
っ
と
高
田
さ
ん

の
体
調
が
快
復
す
る
ま
で
の
間
、

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
で
お
願
い
し
ま

す
」
と
最
上
会
長
に
言
わ
れ
、

「
あ
あ
、
い
い
で
す
よ
」
と
い
っ

た
ま
で
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

高
田
さ
ん
が
快
復
し
た
の
に
ま
だ

や
っ
て
い
ま
す
▼
原
稿
な
ど
は
、

会
長
や
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
何
と
な
る
の
で
す
が
、
割
り
付

け
は
思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
折
角
の
『
編
集
長
』
ソ
フ

ト
も
十
分
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
▼
高
田
さ
ん
早
く

「
私
が
や
る
か
ら
も
う
い
い
よ
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
そ
ろ

そ
ろ
泣
き
言
が
出
て
き
ま
し
た
▼

そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
、
つ
た
な
い
機
関
誌
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
長
い
目
で
見
て
く
だ

さ
い
。
（
横
手
市
相
川
修
二
）

編
集
後
記

一
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